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PCR プロトコルでは、パラフィン標本を用いて、多くの B 細胞性腫瘍のクロ





 本研究においては、我々は新たに semi-nested BIOMED-2 IGK-PCR プロトコル
を考案し、クロナリティ解析に、semi-nested BIOMED-2 IGHおよび IGK-PCR プ
ロトコルを用いることが可能となった。58 例の古典的 HL パラフィン包埋組




(22.4%)例の HL 症例でクロナリティが検出されたのに対して、semi-nested プ
ロトコル法では 38/58(65.5%)例で検出された。クロナリティ検出率と、HL 亜
型、CD30 陽性細胞密度、CD20 陽性細胞密度、また EBウイルス感染との関連
はなかった。 
 以上より、semi-nested BIOMED-2 IGH/IGK PCR プロトコルにより、パラフィ
ン包埋切片を使って、古典的 HL 症例の約 2/3 でクロナリティを検出が可能で






【はじめに】Hodgkin リンパ腫(HL)の多くは B細胞由来と考えられ、ほとんどの症例で IGH遺伝
子はクローナルに再構成している。HLの病理学的診断は、リンパ節外の発生、小さな生体組織








【目的】新たに semi-nested BIOMED-2 IGK-PCRプロトコルを考案し、クロナリティ解析に、
semi-nested BIOMED-2 IGH/IGK-PCRプロトコルを用いることで、HL におけるクロナリティ検出
率向上が得られるか検討した 
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